
活動期間 2022年4月～2025年3月

助成金額 300万円

活

動

題

目

フィリピン・ルソン島北部山岳地方における
環境教育教材としての民話絵本とラジオドラマ
制作

事業達成度

活

動

内

容

と

成

果

当事業代表が民話で語られる民族の言葉を理解

できないことから、教本や絵本など出版物の制

作に苦労した。コミュニティの有識者や教育者

から、物語の内容を変えて子供たちにキリスト

教的な教えを含んだ内容にしたいという提案が

あり、調整に苦労した。教本、絵本の制作が遅

れたことから、子どもたちへの配布を事業期間

内に終了できなかった。

成果指標

成果指標

口承の物語には「正解」はないが、活字になること

であたかもそれが「正しい」と思われる傾向をどう

扱うかが課題だ。しかし、インターネットの普及は

現在では山奥深くまで浸透しており、失われつつあ

る興味深い物語を何らかの形で残していくことは急

務であると感じている。

80%

活動地域

課

題

   苦労・工夫した点

主な活動内容 環境教育

コーディリエラ山岳地方の3つの異なった民族のコ

ミュニティで民話の語りをビデオ収録し、YouTube、

SpotifyのPodcast、ブログのプラットフォーム

Mediumなどで一般に公開した。それぞれのコミュニ

ティでは日比のアーティストによるアート、演劇、

ダンスのワークショップを子供・若者たちを対象に

行い、その様子をビデオにまとめてYouTubeで公開し

た。また、それらの民話の中から環境保全に関わる

ものを選び、民族語と英語翻訳を載せた教本、絵本

を制作した。最終年にはコンテンポラリーダンス・

ワークショップの様子を撮影し、先住民にとっての

「語り継ぐ」ことをテーマに映像作品として完成さ

せた。

計画に影響した内容 共同事業者

所

属

機

関

情

報

「自分たちだけの物語」を持っていることの価値

は、今の時代の若者には理解しがたいかもしれな

いが、将来の子供たちにとっては必ずやそれが誇

りとなり、さらに次世代につないでくれるものと

信じたい。地域のアーティストや民族語を解する

ライターと共同し、資金を調達できれば、物語が

まだ失われていない村々を訪ね歩き、それらを記

録し、さまざまなメディアを駆使してアーカイブ

して貴重な文化遺産の継承に貢献していきたい。

Cordillera Green Networkは2001年にルソン島北

部山岳地方バギオ市で設立された環境NGO。20年

以上にわたって、植林、環境教育、先住民の生計

向上のためのアグロフォレストリーによるコー

ヒー生産などをサポートしている。

　　今後の目標・展開

https://www.cordi

lleragreen.net/

HP
ドキュメン

タリー

参加者の高校生たちは家族から聞いた民話を語った

Cordillera Green Network

コンテンポラリーダンサーによる「語り継ぐ」がテーマのワークショップ

事 業 活 動 報 告 書

所属機関・職名

反町眞理子事業者(氏名)

フィリピン共和国

2つの出版物を制作

「語り継ぐ」をテーマにしたドキュメンタリー制作


